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岡山県勝田郡奈義町の「子育て支援事業」の取り

組みと、神戸市「人と防災未来センター」を視察研

修した。

奈義町では、合併の是非について住民投票を実施

し、合併せず独自の町づくりを進めている。人口は

6 , 6 0 0人で、旧大島町並の規模であるが、厳しい財

政の中、福祉施策は後退させないとのモットーの元、

出産祝い金交付事業・高等学校等就学支援金・乳幼

児医療費助成・妊婦健康審査公費負担枠の拡大・保

育料軽減対策・子育てサポートを活用してのチャイ

ルドホーム・町営分譲住宅の造成等、高水準での支

援事業がなされていた。本町も厳しい財政の中、同

様な事業を行っているが、今後の周防大島町の担い

手である若者定住促進のための事業推進の必要性を

痛感するものであった。

「人と防災未来センター」では、阪神淡路大震災

の地震破壊のすさまじさや、震災直後の町並みを体

感することができた。

被災者の体験談や、復旧・復興に向かう人々のド

キュメントドラマを視聴体験したことにより、地震

や台風などの自然災害に備え、地域住民、特に高齢者、

障害者、子供

等社会におけ

る弱者に配慮

した防災対策

や、防災体制の

早急な確立、

災害に強い安

全なまちづく

りの必要性を

再認識した。

今回の研修は、廃校舎を利用した体験交流施設

「たかき清流館」と九州電力玄海原子力発電所紹介

施設「玄海エネルギーパーク」の２施設を研修した。

「たかき清流館」では、本研修会の主目的である

廃校跡地の利活用について、廃校をどのように活用

するかは、地元がどのように係わるか、町が地元の

要望をどのように反映するかで、本当の地元の施設

として活用されるかが決まるということである。な

ど大変参考になった。又「玄海エネルギーパーク」は、

原子力発電所の仕組について展示、説明している施

設です。原子力の安全性については、各委員とも特

に強い関心を持っており、色々な質問が出され、予

定時間がオーバーする事態となり、「九州ふるさと

館」と「観賞用温室」の視察は見送る運びとなりま

した。今回の

貴重な研修を

参考にし、今

後の議員活動

に活かして

まいります。

引き続き頑張ります！
昨年末1 2月2 3日、大島一周駅

伝・中学校男子駅伝及び女子大島駅伝競争大会に母
校と各チームの応援に出かけた。中学男子・女子そ
れぞれのスタートを見、ゴールまで観戦したが、男女
とも参加チームが少なくなった事に淋しさを感じる。

理由は、昨今の駅伝ブームかもしれない。昔はこ
の近辺で駅伝といえば大島というイメージだったが、
近年は大会数も増加し、選択肢の増加が大島の減少
になっているのかも知れない。

少子化もその一因であろう。中学男子は３年前か
ら一周駅伝ではなく、女子と同じ６区間となった。
地元を走らなくなった地区は少し淋しく、地元中学
校の優勝は絶えて
久しい。それでも
中学男子一区で
の、油田中学校・
岡元海人君の区間
賞には拍手喝采で
ある。
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なお、各図書館へは議事録を備えています。
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総務文教常任委員会

●上関原発「建 設 反 対 請 願 書」

提出者　上関町民の会（継続審査）

●上関原発「促進の陳情・要望書」

提出者　促進商工団体協議会（継続審査）

行 事 内 容 日　程 開催地 参加議員

東京久賀倶楽部 １月20日 東京都 平 川 敏 郎

関 西 橘 町 人 会 ２月03日 大阪市 杉山藤雄、中本博明


